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コウノトリの野
性復帰は兵庫
県の先導的な
取組

貴重な鳥類

生物多様性に関する基本
的事項(生物多様性の定
義、国内外の現状と課題
等）の記述

【生物多様性の状況についての記述内容】

シンボル的
な生物種の
記述

県レッドデータブックから
の引用

生物の生息
状況データ
の有無
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生物多様性地域戦略策定事例分析

北海道 栃木県 千葉県 埼玉県 愛知県 兵庫県 長崎県 流山市 名古屋市 高山市 北九州市滋賀県

場所
里地里山
河川・湿地

藤前干潟 市野谷の森
千仏鍾乳洞、
平尾台、梅花
石岩層

千仏鍾乳洞、
平尾台、梅花
石岩層

選定理由

里地里山・・オ
オタカ、サシ
バが高密度で
生息する良好
な生態系とそ
の面的な広が
り
河川・湿地・・
奥日光、鬼怒
川礫河原、渡
良瀬遊水地等
の特徴的な生
態系

ラムサール条
約登録湿地

オオタカが生
息

天然記念物 天然記念物

地史・地質・地
形・気候

地質、地形、
気候、気温、
耕作放棄地面
積、自然公園
及び自然・緑
地環境保全地
域

地形・地質・気
候・歴史・文
化・景観

地形、気候、
地帯区分

地形・地質 気候・地形・風
景・景観・特産
物・伝統工芸・
伝統文化

面積（陸域、
海域）、地形、
地質

位置、地勢、
水系、気象、
公園・緑地、
社会・歴史

地形、気候、
歴史

地理等概況、
自然公園、自
然環境保全地
域

位置、地勢、
気象、人口、
産業、土地利
用、水利用、
エネルギー消
費、歴史・文
化、地形、地
質、水環境

位置、地勢、
気象、人口、
産業、土地利
用、水利用、
エネルギー消
費、歴史・文
化、地形、地
質、水環境

シンボル的
な場所の記
述

生物関係情報以外の地域
の状況評価に関する記述
の種類
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生物多様性地域戦略策定事例分析

北海道 栃木県 千葉県 埼玉県 愛知県 兵庫県 長崎県 流山市 名古屋市 高山市 北九州市滋賀県

目標や対策
の内容

目標・対策
の出典

具体的な地
域の分け方

ビオトープタイ
プ

重点地区・拠
点

具体的な対
策の内容

＜ｐ59～＞
６つのビオ
トープタイプ毎
の再生施策及
び生態系回廊
の再生・創出
施策の記述

＜ｐ16～＞
保全・回復と
利用の方向
性、取組概
要、取組スケ
ジュール

対策の定量
的な記載の

有無

関係为体名

＜p60～61＞
戦略の効果的
な推進
各为体に期待
する役割
県民・保全活
動団体・事業
者・市町

県民、家庭、
学校、工場・
事業所

県民、事業
者、民間団
体、専門家、
県、市町村

(県からの働き
かけ)
県民・NPO、
企業活動、
国、市町村、
近隣府県

行政、NPO
等、企業、農
林水産業者、
県民

＜Ⅳ－22別表
＞

＜ｐ84～91＞
行政、事業
者、市民、学
校

＜ｐ97～101
＞
各为体による
実施状況を記
載。名古屋た
め池生物多様
性保全協議
会、市内中小
企業、名古屋
市教育委員
会、なごや環
境大学実行委
員会、市民団
体、名古屋市
立大学

対策の定量
的な記載の

有無

全世界また
は全国的に
共通する状
況把握から
の目標や対
策の設定

関係为体ご
との対策の
記載

【目標設定と対策立案】

地域毎の具
体的な対策
の記載
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生物多様性地域戦略策定事例分析

北海道 栃木県 千葉県 埼玉県 愛知県 兵庫県 長崎県 流山市 名古屋市 高山市 北九州市滋賀県

投入努力目
標（アウト
プット的目
標）

＜ｐ52～＞
（例）
・とちぎ里山
林モデル地区
数　0箇所
（H21)→5箇所
（H27）
・生物多様性
アドバイザー
（仮称）認定者
数　0人（H21)
→250人（H27)

＜p119、120
＞
（例）
・指定希尐野
生動物種の指
定　15種（新
規）
・GAP（適正農
業規範）手法
の導入　14産
地→100産地
（H23)
・「生物多様
性」の認識状
況　12.4%→
50%以上

＜p111、112
＞
（例）
・シンボルプロ
ジェクト数　50
箇所（H25)
・生物多様性
支援拠点によ
るコーディ
ネート件数
50件（H25)
・県内藻場面
積　2,050ha
（H27)

＜ｐ84＞
・緑被率（25
→40％）

＜p4-13＞
保有林指定面
積

＜p4-19＞
自然環境サ
ポーター育成

＜p4-34＞
都市緑化にお
ける計画目標

＜p4-29＞
100万本植樹
プロジェクト

＜p4-38＞
都市緑化にお
ける計画目標
量

生物多様性
の状況等の
達成状況目
標（いわゆる
アウトカム的
目標）

＜p119、120
＞
（例）
・油ケ淵の
COD（H22)

＜p111、112
＞
（例）
・里山林の再
生
16,000ha
（H27）
・県内藻場面
積
2,050ha（H27）

予算措置に
ついての明
示

＜p5-5＞
本計画の推進
のために、個
別の事業ごと
に必要な予算
の確保に努め
ます。

＜p5-7＞
本戦略推進の
ため、個別事
業ごとに必要
な予算の確保
に努めます。

環境部局以
外の部局の
役割の明示

＜ｐ147～＞
（例）
・農林水産部
農村整備課→
希尐保全のた
めのハード整
備、メダカに
配慮した水路
整備、ビオ
トープの創出

＜Ⅳ-22別表
＞
（例）
・水産基盤計
画課→新生海
の森づくり推
進対策事業
・農業経営
課、振興局、
農改→耕作放
棄地解消5ヵ
年計画実践事
業

＜p94～97
（実施状況）＞
（例）
・緑政土木
局、住宅都市
局→緑化地域
制度による緑
の創出
・上下水道局
→水源地保
全、流域の水
環境保全を目
的とした上下
流交流モデル
事業

＜p4-15＞
（例）
・経済文化局
農林課→農地
の保全
・建設局下水
道河川計画課
→河川環境の
保全
・教育委員会
指導第一課→
学校教育にお
ける自然環境
に視点を当て
た教育の推進

＜p4-2＞
（例）
・産業経済局
農林課、建設
局緑政課→森
林の保全
・産業経済局
水産課→水産
環境の保全
・建設局水環
境課→ほたる
のふるさとづく
り
・子ども家庭
局青尐年課→
尐年自然の家
等における野
外教育の推進

数値的目標

6/12



生物多様性地域戦略策定事例分析

北海道 栃木県 千葉県 埼玉県 愛知県 兵庫県 長崎県 流山市 名古屋市 高山市 北九州市滋賀県

計画期間 おおむね10年 概ね10年間 50年 2025年

おおむね50年
後を視野に入
れつつ、5年
間の施策の方
向性

おおむね50年

H42年(2030
年)頃を展望し
つつ概ね10年
間(H29年度ま
で）

100年をかけ
て自然の質の
向上を目指
す。10年先を
見通して、今
後5年間の取
組を行動計画
とする。

50年 40年 100年
平成17年度か
ら同26年度の
10年間

平成22年度か
ら同26年度の
5年間

設定理由

長期的な視点
に立って取り
組むことが重
要なことから。

第3次愛知県
環境基本計画
の施策と統合
的に進めるた
め。

マザーレイク
21計画の計画
期間との整合
性を図ってい
る。

マザーレイク
21計画の計画
期間との整合
性を図ってい
る。

生物多様性の
動向を勘案し
つつ取組を進
める必要があ
るから

100年余り前
の風土記（斐
太後風土記）
に記述された
ような豊かな
生物多様性と
人のつながり
を、今後100
年かけて取り
戻す意味も含
んでいる。

手法

あいち自然環
境保全戦略推
進委員会の設
置

市民・NPO、
事業者、学識
経験者、市
は、毎年どの
ような取組が
行われ、どの
ような成果が
あったなどを
把握し、本計
画の基本目標
の達成状況、
施策、取組方
法などについ
て、毎月意見
交換会する。

市民・NPO、
事業者、学識
経験者、市
は、毎年どの
ような取組が
行われ、どの
ような成果が
あったなどを
把握し、本戦
略の基本目標
の達成状況、
施策、取組方
法などについ
て、毎月意見
交換会する。

実施为体及
び実施方法

あいち自然環
境保全戦略推
進委員会

滋賀県野生動
植物との共生
に関する推進
会議、環境審
議会

短期的な点
検・見直しで
は、野生動植
物共生基本計
画の点検・見
直しの中で実
施

間隔

点検・評価し、
必要に応じ、
定期的に見直
し（P37）

5年を目途に
見直し

5年を目途に
戦略を見直し

5年ごと
5年ごとに点
検、必要に応
じて見直し

短期的な施策
の実施状況の
点検・見直し
については、
おおむね5年
おき

原則5年ごと 5年
当初は5年
後、その後は
概ね10年ごと

自然環境や社
会情勢の変化
に対応すると
ともに、生物
多様性国家戦
略や岐阜県及
び周辺市町村
の地域戦略の
策定・見直し
状況を確認し
ながら、10年
を目処に見直
し

計画の計画期
間は、平成17
年度から同26
年度までの10
年間である
が、意見交換
の結果等を踏
まえて、必要
に応じて中間
段階で施策の
見直しなどを
行う。

戦略の実施期
間は、平成22
年度から同26
年度までの5
年間である
が、意見交換
の結果等を踏
まえて、必要
に応じて施策
の見直しなど
を行う。

【計画期間、見直し、モニタリング】

計画期間

計画の見直
しについて
の記載
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生物多様性地域戦略策定事例分析

北海道 栃木県 千葉県 埼玉県 愛知県 兵庫県 長崎県 流山市 名古屋市 高山市 北九州市滋賀県

手法

・実施してきた
モニタリングを
継続し、未調
査の生物種、
生態系などに
ついてはモニ
タリング実施
体制の確立を
図る。
・個体レベル
あるいは生態
系レベルの健
全性の評価手
法の確立に努
める。

動植物の生
息・生育状況
などの調査
（絶滅のおそ
れのある種の
調査、自然環
境情報の管
理）

生物多様性に
関するGISや
モニタリングシ
ステムの整備

・指標生物の
確認

・県民やNPO
などの多様な
为体から出来
る限り多くの
参加を得て为
要な地域にお
ける継続的モ
ニタリング
・県全域のポ
テンシャル
マップを作成
し、生態系
ネットワーク
形成のグラン
ドデザインを
提示

・野生動植物
の生息・生育
状況、生育地
などの総合調
査。
・野生鳥獣種
に関する生息
状況調査。
・県の試験研
究機関による
調査。

・生きもの総
合調査　他

・国等との共
同調査（特に
希尐な野生動
植物の現況把
握のための調
査）
・モニタリング
サイト1000と
連携した体制
構築　等

＜p9＞
・動植物の生
息・生育調査

・多様な为体
による自然環
境調査
・環境指標種
等の設定

・特徴的な自
然環境や生物
種を対象とし
たモニタリン
グ調査
・評価指標の
検討と評価

＜p4-17＞
・国が行うモ
ニタリング調
査に積極的に
協力するとと
もに、選定地
域の保全を進
める。

＜p4-15＞
・国が行うモ
ニタリング調
査に積極的に
協力するとと
もに、選定地
域の保全を進
める。

実施为体

流域区分・生
態系区分等を
踏まえて、県
民、NPO、大
学等の研究機
関、市町村等
多様な为体と
連携して実
施。

県とＮＰＯ・県
民協働による
調査を実施

専門家からな
る「生きもの総
合調査委員
会」、県の試
験研究機関、
国等の試験研
究機関、一般
県民の協力
他

専門家からな
る「生きもの総
合調査委員
会」、県の試
験研究機関、
国等の試験研
究機関、一般
県民の協力
他

国、県　他

＜p9＞
市民活動団体
等と協働で実
施

市民、行政、
事業者、専門
機関

間隔

モニタリング
についての
記載
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生物多様性地域戦略策定事例分析

北海道 栃木県 千葉県 埼玉県 愛知県 兵庫県 長崎県 流山市 名古屋市 高山市 北九州市滋賀県

H19.8～H22.7 H21.4～H22.9 H18.9～H20.3 H13.8～H20.3 H18.2～H21.3 H18.6～H19.3 H18.6～H21.2 H20.5～H21.3 H19.5～H21.3 H21.3～H22.3 H20.4～H22.3 H15.4～H17.9

P90
p164～167、
p171～173

ｐ88 p122 参考資料P.4 ｐ71 p156 資－11 p51 p5 資料　6/7 はじめに はじめに

名称
北海道環境審
議会　生物多
様性保全部会

生物多様性と
ちぎ戦略検討
委員会

「（仮称）生物
多様性ちば県
戦略」専門委
員会

生物多様性保
全県戦略検討
委員会

あいち自然環
境保全戦略検
討会

自然環境部会
「野生動植物
との共生に関
する企画小委
員会」

自然環境部会
「野生動植物
との共生に関
する企画小委
員会」

生物多様性
ひょうご戦略
検討小委員会

長崎県環境審
議会　生物多
様性保全戦略
検討部会

流山市環境審
議会・第2期環
境行動計画策
定部会

生物多様性な
ごや戦略策定
会議

自然環境保全
基本計画検討
委員会

左と同委員会

人数 12名 11名 8名 10名 13名 8名 8名 12名 9名 6名

専門家会議9
名
市民検討会議
7名

学識経験者8
名
市民団体4名
マスコミ1名

左と同メン
バー

実施回数 9回 6回 8回 17回 4回 4回 8回

4回
※うち2回は
自然環境部会
との合同会議

検討部会4回 5回

専門家会議6
回
しみん検討会
議2回

4回 1回

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1回 １回 1回
3回（市民
フォーラム）

20回

タウンミーティ
ング等県民等
との意見交換
会18回

ワーキング11
回

素案に関する
説明会2回

県民会議4回

NPO等活動団
体との意見交
換会4回、活
動内容、要望
に関するアン
ケート（195団
体）

NPOとの情報
交換会（6団体
12名）

環境審議会4
回

イベント会場
でのアンケー
ト

生物多様性・
専門家ヒアリ
ング協力者
（10名）

NPO会合5回 NPO会合2回

県内3地域で
説明会を開催

環境審議会2
回

アンケート（市
民、事業者）1
回

骨子案段階で
の意見募集１
回

市民からの意
見聴取1回

市民アンケー
ト1回

ワークショッ
プ・ワーキン
グ12回

ワークショッ
プ・ワーキン
グ4回

庁内関係部局
からなる北海
道環境政策推
進会議の設置

省内関係各課
26課から構成
する「生物多
様性とちぎ戦
略庁内連絡調
整会議」

生物多様性庁
内連絡調整会
議6回

既存の庁内連
絡会議での情
報交換・意見
交換

自然環境保全
戦略チーム
（部局横断的
な組織）会議5
回

県庁関連部局
への照会

庁内関係部局
への講演会の
開催や連絡会
議の設置

庁内関係部局
長による21長
崎県環境づく
り推進本部及
び同幹事会
（課長）での説
明、意見交換

特別職及び各
部局長により
組織される流
山市環境行政
推進会議を設
置

既存の庁内連
絡会議での情
報交換・意見
交換他部署との連携の図り方

策定期間

策定経過
掲載ページ

タウンミーティング

住民参加のためのその他
の取組（パブリックインボ
ルブメント）

外部委員に
よる委員会
等の設置

パブコメの実施

シンポジウム

【策定手続き】
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委員名簿

備考

北海道大学名誉教授
部会長
北海道環境審議会委

（社）北海道自然保護協会　会長 北海道環境審議会委
丸山環境教育事務所　为宰 北海道環境審議会委
北海道大学大学院文学研究科教授
北海道大学大学院水産科学研究院教授
室蘭工業大学准教授
東海大学国際文化学部地域創造学科教授
専修大学北海道短期大学みどりの総合学科准教授
北海道大学北方生物圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学ｾﾝﾀｰ教授
札幌市立大学デザイン学部教授
北海道大学大学院地球環境科学研究院准教授
北海道大学大学院水産科学研究院准教授

備考
作新学院大学女子短期大学部教授 委員長
宇都宮市環境保全課長
（社）栃木県経営者協会専務理事
ＮＰＯ法人オオタカ保護基金代表
栃木県林業振興協会副会長
元栃木県立博物館学芸部長
うじいえ自然に親しむ会会長
宇都宮大学農学部教授 委員長職務代理者
栃木県土地改良事業団体連合会事務局長
次株式会社下野新聞社大田原総局長
栃木県市町村消費者団体連絡協議会会長

千葉県 備考
東京大学大学院教授 会長
江戸川大学教授
千葉大学大学院准教授
千葉県立中央博物館副館長
東邦大学教授
日本獣医生命科学大学准教授
東京情報大学教授 副会長
江戸川大学教授
谷当グリーンクラブ
市川緑の市民フォーラム
県環境審議会自然環境部会長
夷隅郡市自然を守る会

埼玉県 備考
株式会社三一八工房代表取締役
NPO法人むさしの里山研究会理事長
財団法人埼玉県生態系保護協会研究部長
東松山淡水生物研究所所長
埼玉昆虫談話会顧問 副会長
埼玉大学教授 会長
NPO法人むさしの里山研究会理事長
財団法人埼玉県生態系保護協会研究部長
群馬県水産学習館館長
埼玉昆虫談話会顧問 副会長
東京農業大学教授 会長
NPO法人野外調査研究所理事長

備考
愛知教育大学教授 座長
中京大学教授 副座長
財団法人自然環境研究センター研究为幹
穂の国森づくりの会理事
雑木林研究会事務局長
ビオトープを考える会会長
豊田市矢作川研究所総括研究員
中部経済連合会技術部長
名古屋商工会議所企画振興部長
愛知県農協中央会生活部長
愛知県森林組合連合会専務理事
環境省中部地方環境事務所統括自然保護企画官
岡崎市環境部長

北海道

栃木県

＜委 員＞

＜オブザーバー＞

第1回～第12回

第13回～第17回

愛知県
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委員名簿

平成22年6月1日以～平成24年5月31日の委員 備考
社団法人　滋賀県獣医師会
有限会社ブルーベリーフィールズ紀伊国屋　代表取締役
滋賀県野鳥の会　会長
株式会社イーグレット・オフィス　専務取締役
滋賀森林管理署長
社団法人滋賀県猟友会　会長
京都府立大学大学院生命環境科学研究科　講師
京都大学大学院地球環境学堂　准教授
京都大学大学院人間・環境学研究科　教授
滋賀県森林組合連合会　代表理事会長

備考
県立人と自然の博物館館長 委員長
神戸大学教授
神戸大学教授
丹波の森公苑名誉公苑長
兵庫県森林組合連合会専務理事
生活協同組合コープこうべ理事
元兵庫県農業会議会長
兵庫県立大学教授
庫県立大学教授
兵庫県森林動物研究センター所長
県立コウノトリの郷公園長
兵庫県漁業協同組合連合会専務理事

備考
長崎大学教育学部教授 部会長
長崎県野鳥の会会長 委員
長崎大学環境科学部准教授 委員
長崎バイオパーク副園長 専門調査員
ふるさと自然の会副会長 専門調査員
長崎新聞論説委員 専門調査員
社団法人長崎県食品衛生協会研究員 専門調査員
長崎県立長崎北高校教諭 専門調査員
長崎県教育センター为任指導为事 専門調査員

備考
環境団体代表 部会長
公募委員
公募委員
江戸川大学社会学部教授
温暖化防止ながれやま代表
江戸川大学社会学部教授

名古屋市 備考
国際日本文化センター教授 座長
名古屋大学大学院環境学研究科教授
名古屋市立大学大学院経済学研究科准教授
富士常葉大学環境防災学部教授
愛知教育大学自然科学系生物領域教授
日本福祉大学国際福祉開発学部教授
名古屋大学大学院工学研究科教授
（株）コンポン研究所取締役
名古屋市立大学大学院経済学研究科教授
専門家会議委員 代表
専門家会議委員 世話人
なごや環境大学実行委員
中津川市職員
生物多様性アドバイザー
生物多様性アドバイザー
愛知学泉大学コミュニティ学部教授

兵庫県

滋賀県

（環境審議会自然
環境部会）

長崎県

流山市

専門家会議

しみん検討会議

11/12



委員名簿

備考
森のなりわい研究所代表 森林、林業
飛騨生態調査研究室代表 自然全般
高山市環境審議会委員 自然全般
岐阜県哺乳類動物研究会 哺乳類
飛騨地学研究会会長 地学・風土記
岐阜県博物館学芸員 魚類
関有知高等学校教諭 昆虫類
岐阜薬科大学特命教授 自然全般
日本野鳥の会岐阜県支部副支部長 鳥類
益田清風高等学校教諭 両性・は虫類

北九州市 備考
（生態学全般）

（哺乳類）
（昆虫）

（自然計画）
（水産）

（森林計画）
（都市緑化）
（環境教育）
（里山保全）
（里山保全）

（魚類）
（鳥類）

マスコミ （社会一般）

市民団体

高山市

学識経験者
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